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１．はじめに
クラウドコンピューティングは情報サービスセンターにあるハードウエア／
ソフトウエアなどのＩＴ資源に対してコンピュータユーザーがインターネット
経由でアクセスして利用出来る方法である。ユーザーはIＴ資源の実際の場所
や構成を意識せず，求める機能をクラウドサービスとして利用出来る（図ｌ）。
したがって，クラウドの導入を検討するユーザー企業が急速に増えている。し
かし一方では，用途，コスト，稼働率，安全性などについて様々な情報が飛び
交い，戸惑う企業も多いと思われる。企業によっては古いアプリケーションが
使われ続け，メインフレームには未だに多くのアプリケーションが残っている
所も多いだろう。増大し続けるデータのライフサイクルの管理のあり方も問題
になってくる。クラウド化を阻む障壁は，セキュリティーへの不安，可用'性と
』性能に関するレベルの問題，既存IＴシステムを含む様々な環境との統合など
であろう。
東日本大震災を経て，改めてＢＣＰ（BusinessContinuityPlan事業継続計画）
の重要性が認識されている。その際クラウドがＢＣＰの観点でも有効であると
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そのサービスを提供する情報センターの運用体制にもいわれている。しかし，
(図２）注意を払わなければならない。
本稿ではクラウドに対する課題や不安を解消するために，これらのようなク
クラウドコンピューティングを利ドサービスを提供するIＴ企業の現状，ラウ
用し始めているユーザーの動向について言及する。
図１クラウドコンピューティングの概念
図２クラウドサービスの懸念
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２．クラウドサービス提供ｌＴ企業の動向
２－１ＮＥＣ
ＮＥＣでは，自社内で実践・経験したことをベースにして，あらゆる業種．
業態のお客に対するＢＣＰ（＝事業継続）の対策をとっているようだ。万一の
際にも，お客が情報サービスを継続して利用できるよう，丈夫で被害影響の出
ない情報センターサービスの実現に向けた対策に注力をしている。，情報セン
ターの立地の点では，設置場所に関する厳しい基準を設けた。活断層からの距
離，水害／液状化などについての地盤の状態などを精査している。全国55カ所
のセンターを持つ。また，主力センターは，ＮＥＣのクラウドサービス提供の
中核拠点に立地させ，一旦緩急時にも素早く的確な対応をとれるようにしてい
る。そのため，首都圏と関西圏の２つの軸での運用が，被災リスクを分散し
同時に両センターをネットワークで接続することで，データの相互バックアッ
プにも役立たせている。情報センターの設備の面では，各センターの建物は地
震の揺れを吸収するための耐震・免震構造になっている。電源も二重化になっ
ており，また停電がおきた場合には無停電電源装置や非常用発電機で電源供給
が行われている。さらに運用面では，全国の'情報センターの監視．運用業務
を一元的に行う統合運用監視センターを設置している。これは，ＢＣＰの観点
から，－カ所が災害で稼働できなくとも，別の拠点運用・監視業務が継続でき
るようにしているのである。
２－２日立製作所
日立製作所では，顧客企業がクラウドサービスを利用した成長戦略をいかに
描けるかを重要な経営課題と考えている。ビジネスの環境が変化し，新たな成
長戦略が迫られる中で，顧客がクラウドソリューション「HarmoniousCloud」
(クラウドサーピスにより顧客の課題／目標を解決させる日立のコンセプト）
を実践することで，「安全性と安心性，スピードと柔軟性などを認識し，新し
い価値の創造に役立ててほしいと主張している。その中でも特に力を入れてい
115
[研究ノート］クラウドコンピューティングの動向（田村）
るのが安全と安心`性の提供で，ストレージとサーバーの仮想化技術，運用を支
える運用管理ソフトを充実させている。ストレージの仮想化システムにより，
コスト削減し要件に応じて必要な処理'性能を確保し，これまでの経験／実績
で蓄積した運用管理ソフトウエアによって柔軟で効率的な運用を行っている。
日立グループとして，１７の`情報センターを持っている。ＢＣＰ対応としては，
関連のソリューションとして，システム復旧・継続クラウドソリューション，
セキュアクライアントソリューション，データ保全ストレージソリューション
などを備えている。システム復旧・継続クラウドソリューションは，災害対応
のためにユーザーが利用しているシステムの情報センターへの移行を支援する
サービスである。セキュアクライアントソリューションとは，‘情報センターの
サーバー上に用意したデスクトップ環境をユーザーに提供するサービスであ
る。ユーザがどこにいても同じデスクトップ環境が利用出来るため，輪番停電
や災害時にも業務を継続出来る。ここでは，端末にデータが残らないため，情
報漏洩対策にもなっている。データ保全ストレージソリューションは，ファイ
ルサーバーのデータを情報センターへ自動バックアップする機能を持つ。これ
は遠隔バックアップの運用コストを削減し，災害復旧時にもデータのリストア
を待たずに業務再開が出来るサービスである。
２－３ヒューレット・パッカード
ヒューレット．パッカードではハイブリッドデリバリーのアプローチを提案
している。既存のIＴシステムから段階を踏んでクラウドヘと移行を進める方
法である。2015年までは，クラウド化が進んでもアプリケーションの半分以上
は従来型のインフラで稼働していると考え，既存のＩＴとクラウドを融合させ
るこのアプローチが重要と考えている。ハイブリッドデリバリーは，プライ
ベートクラウド（企業が自社内でクラウドコンピューティングのシステムを構
築し企業内の部門やグループ会社などに対してクラウドサービスを提供する
形態のこと)，パブリッククラウド（多様な企業や組織，あるいは個人といっ
た，不特定多数の利用者を対象に広く提供されるクラウドハおよび従来型IＴ
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環境を，最適な形で組み合わせた上で管理し，ＩＴサービスをユーザに提供す
る考え方である。クラウドと既存のIＴ環境を区別することなく，先ずは従来
型のＩＴの運用を自動化し，次に部分的に自動化されたハイブリッドデリバ
リーを実現するというステップを説いている。更に，当社では「Cloud
FunctionalArchitecture」という考えを提案している．これは，ＩＴサービス
提供者がクラウド上にＩＴリソースプールを用意し，管理者がサービス提供の
自動化や全体最適化を図った上でサービスカタログを用意する。ユーザーはこ
のサービスカタログから必要なＩＴサービスを選択して提供を受ける。これに
より，ユーザーは供給、管理，需要というサプライチェーンの流れに応じて，
必要な機能，サービスカタログおよびオープンなクラウド環境を活用すること
で迅速にIＴサービスを受けることが出来ると考えている。
２－４ユニシス
ユニシスでは，移行に関する不安を持つユーザーに対して，簡単に企業内ク
ラウド環境を構築出来るサービスを提供しようとしている。そのシステムは，
ベスト・オブ・ブリード方式といい，時点時点での最良な製品／技術を採用し
て高い品質を確保しようとするものである。サーバーにはシスコシステムズ製
を採用している。ユーザーの運用負荷を軽減するのがクラウドサーピスである
が，実はそれだけ管理側が煩雑な運用を請け負っていることになり，しかも，
運用側は複数ユーザーの様々なシステムが集約されるので，それに耐えうる能
力，信頼性が要求される。その中で運用管理者は膨大な仮想サーバーを安定的
に運用するためにメモリーやＣＰＵを的確に管理しなければならず，その点で
シスコのサーバーは，クラウドとの親和性が高く，システムの拡張や運用管理
を効果的に行えると主張している。その特長は，サーバー，ネットワーク，ス
トレッジアクセスをまとめて管理出来ること，最大320サーバーまで拡張が可
能であること，更に大容量メモリー管理が可能であるとしている。
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２－５１ＢＭ
ＩＢＭでは，東日本大震災で，被災地支援のため「IBMSmartBusiness
Cloud-Enterprise」の３ケ月無償提供を行った。これは，公的機関によるライ
フライン,情報の発信，安否確認サイトなどのインフラとして使われた。大震災
後，ＩＢＭは「リモートデータ保護」というクラウドサービスで災害時に簡単
に復旧出来るＩＴの仕組みを提供しているという。その他，将来の予測が難し
い新規事業の立ち上げ，季節変動のあるイベント，販売促進，開発，テストな
どに、Ｍクラウドサービスが適しているという。その一例として，印刷会社
廣済堂が2011年４月に開始した新規事業「ＤＰサポート」をあげている。ライ
バル企業が同様のサービスを発表した時，廣済堂は，サービスを短期間で立ち
上げなければならなかったが，ＩＢＭのクラウドサーピスを利用して，わずか
４ヶ月でそのサービスを開始することが出来た。
２－６富士通
富士通では，お客のＩＴ関連の課題を，コスト改革，経営ニーズ対応のスピー
ド化グループ／グローバル経営基盤強化新事業創出ととらえ，それに対し
てお客がクラウドを活用して解決を図る場合，それぞれの特徴にあわせてプラ
イベートクラウド・パブリッククラウドなどの多様なサービスを提供してい
る。クラウドの活用領域を，基幹システム，ビジネス現場システム，社会シス
テム（社会インフラ）と分けて，そのサービス対応を考えている。富士通の強
みは，高い信頼`性を備えたクラウド基盤とその支援サービス，長年の経験で得
たシステムインテグレーションサービス，およびお客のグローバル展開を支え
るシステムサポートであろう。現在，国内最大規模のアウトソーシング事業を
行っている。館林システムセンターを中心に情報センターサービスをはじめ，
SaaS/ＡＳＰサービスなどを行っている。システムセンター運用の核は仮想化技
術であり，ホステイングサービスを開始している。今は，ＳａａＳ事業者のニー
ズに応えるよう，オンデマンド仮想環境ホステイングサービスを実施している
という。
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３．クラウドサービスのユーザー企業事例
３－１オリンパス（株）（プライベートクラウド）
オリンパスはクラウドの先進ユーザとして「CloudlnnovationAward」を
受賞した。ＩＴコスト削減だけではなく，セキュリティー面でも成果が表れた
そうだ。2010年に社内クラウドを立ち上げた。社内とグループ各社に分散する
'情報システムを情報センターに集めて，各社にサービスとして提供した。これ
で物理的サーバー数をｌ／10程度に減らした。また，ユーザ部門のサーバー導
入期間が従来の45日から３日に短縮した。同時にセキュリティーやＢＣＰにつ
いても向上している。以前は，各事業部門，工場，営業所に各々システム部門
があり〉各々が必要に応じてサーバーを調達していた。その結果，社内にサー
バーが散在し，本部がサーバーの台数を把握できていなかった。オリンパスの
社内クラウド制度では，申請システムを採用し，ユーザーがＯＳやCPU，サー
ピスレベルで必要と思うと，申請によりインフラがクラウドサーピスとして提
供してもらえる仕組みを導入した。
３－２鹿島建設（株）（SaaS＝ソフトウエアサービスクラウド）
鹿島建設ではクラウドの考えを「システム資源を所有することからそれを利
用すること」へと転換した。固定費の多くを変動費に切り替えて，常に最新技
術を利用し，コスト削減を達成させた。産業技術総合研究所（産総研）との産
学連携プロジェクトにユーザ企業として，クラウドをビジネスに生かす検証実
験に参加した。この経験をふまえ，解析計算処理をクラウドに切り替えた。建
設会社にとって解析計算は基幹業務の一つであり，クラウド化により，計算処
理効率は６倍に向上，コストは４割削減できたそうだ。計算処理は最新技術を
使う事で達成し，コスト削減は固定費から変動費への切り替えによるものだ。
この検証プロジェクトにより，集中化と分散化が達成できた。つまり，情報セ
ンターへの統合で，ＩＴ資源が集中した。それにより，スケールメリットが達
成した。またモバイルコンピューティングといった多様な端末からＩＴの利用
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が可能になった点で，ＩＴ資源の分散化がなされた。将来の課題としては，ク
ラウドサービス事業者との契約上の制約で，全てを変動費には出来ないこと，
資源の拡張がすぐには出来ないクラウドサーピスがあることであった。
３－３気象庁（PaaS＝プラットフォームサービスクラウド）
気象庁は，気象衛星や各地の気象台からの収集データを基に気象観測を行
い天気予報や海上予報，防災気象情報を提供している。気象庁のホームペー
ジでは地域気象観測システム（アメダス）による降水量や風向き，風速，気象
警報や注意報，地震・津波に関する情報など20種類の情報を公開している。こ
のホームページヘのアクセス数は１日に1000万件，地震や台風の日には3000万
件になるそうだ。従って，刻一刻変わる情報を安定的に処理するホームベージ
(Ｗｅｂコンテンツ）を生成・公開するシステムのＩＴ基盤は社会的にみても極
めて重要である。気象庁では2010年12月より，クラウドによるＰａａＳ（PlatfOrm
asaService）への移行に着手した。ＰａａＳクラウドサーピスを利用することで，
ソフトをハードから切り離し常に最新で高`性能なサーバーや記憶装置などの
ＩＴ機器を利用出来，また柔軟にIＴ資源を増減出来ると考えた。その結果，上
記コンテンツの生成・公開の基盤を構成する１０台のサーバーの環境をＰａａＳに
移行した。その結果，約２ヶ月半でスムースに移行が実現した。この移行では，
その後のトラブルもなく，安定稼働がなされ，コンテンツ更新速度も１５分短縮
した。コスト負担は従来とほとんど同額であるが，信頼'性，パーフォーマンス
の向上，運用管理負荷軽減などを考慮すると，導入の効果は大きかったようだ。
３－４静岡大学（プライベートクラウドとパブリッククラウドの棲み分け）
静岡大学は，静岡と浜松にキャンパスが分かれていて，これまでは情報シス
テムも二つに分かれていた。今回静岡にある情報サービスセンターに集約し
てプライベートクラウドを構築した。この大学は６学部と大学院，研究所を持
つ国立大学法人である。2007年から，災害時の障害復旧，電力削減，セキュリ
ティーなどの対策を考えてきた。その結果，システムの性質を２種類に使い分
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けた。基幹系システムは，レスポンスタイムが求められるのでプライベートク
ラウドヘ，その他のシステムは商用のクラウド（パブリッククラウド）へ振り
分けた。ここでの基幹系とは，教育システム，メールシステム，公式Ｗｅｂサ
イト，人事・給与・財務・会計などの業務システムである。パブリッククラウ
ドでは，大学の研究・開発関連や，学生・教員の個人利用，ブログや外部向け
ホームページなどコミュニケーション関連のシステムである。これで，学内の
多くのサーバーがクラウド化されたことになる。２キャンパスと情報センター
間はlOGビット／秒の回線で結ばれている。このクラウド化で，環境負荷や
BCP（事業継続性）の点で良くなったといえるようだ。このシステムを導入し
たことで，エンドユーザの使い勝手が特に変わったという点はなく，従来通り
で運用されている。静岡大学では，将来情報の一元化をはかり，使用時に一つ
のＩＤでシングルサインオン出来るようなシステム構想を考えているとのこと
であった。
３－５トヨタ自動車（株）（次世代車載情報通信（テレマテイックス)）
トヨタ自動車はタイで車載器やスマートフオンに向けた次世代車載情報通信
(テレマテイックス）サービスを開始する。交通情報を加えたナビゲーション
や事故・救急時の支援要請サービスを提供するとのことである。タイ以外でも
新興国へも，順次サービスを拡大していく予定とのことである。このサービス
は，米IＴ企業のクラウドサービスを使っている。トヨタは，昨年にこの米IＴ
企業と戦略提携し，テレマテイクス分野でのクラウド活用を開始した。続いて，
別の米IＴ企業とも同様の提携を結んだ。トヨタがグローバルで顧客接点を強
化するためのパートナーとしては日本のＩＴ企業とではなく，外資系２社を選
択している。
３－６和泉チェーン（株）（SaaS＝ソフトウエアサービスクラウド）
和泉チェーンは自転車などのチェーンの製造業。これまで手作業で行ってい
た経理業務でＳａａＳ型アプリケーションサービスを導入。これまでの，経理作
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業の属人化を脱し，他の担当者でも精度の高い経理業務が出来るようになっ
た。システム導入により入力・修正作業が大幅効率化し，システムへのデータ
蓄積も始まりデータ分析機能も出来るようになった。ＳａａＳ型クラウドサービ
ス導入で，ハード／ソフトの設置や保守，バージョンアップが不要で，初期投
資をおさえ，月額料金で利用が可能になった。今後，全社的なシステム化への
道筋が見えてきたようだ。システム運用開始後，目に見えた効果は元帳記入作
業，修正作業が省力化し，入力画面上の修正で全ての帳票の修正が自動的に連
携する機能が経理部門の業務効率を大幅に効率化したようだ。今後は，財務会
計だけではなく，管理会計的な活用に範囲が広がっていくようだ。今後多品種
少量生産で部品数が増加するに伴って，その個々の原価管理が必要になり，今
回のクラウド化を契機に，製造現場を含めた全社的システム化を進めていくと
のことであった。
３－７昭和シェル石油(株）（PaaS＝プラットフオームサービスクラウド）
昭和シェル石油は，石油元売り大手企業。世界企業シェルグループと連携し
た国内外タンカー輸送船への燃料販売を行っている。販売ビジネスは，日本企
業の船が海外寄港地で給油する場合と，海外のシェルグループ船舶が日本の寄
港地で給油する場合の２つがある。これまでこの２つを同一の受発注情報シス
テムで処理してきた。お客からの引き合い，注文，供給，請求，給油日程調整，
海外シェルグループ企業への発注，支払いなど多岐にわたる事務処理が内包し
ていた。お客からfaxで引き合いをうけ，手作業で入力しfax，メールによ
る調整を経て注文確定をしていた。そのあと，レシート（証票）の入手，諸費
用の支払い請求処理が続き，お客やシェルグループ企業とのやり取りで非常
に多くの労力を使っていた。昭和シェル石油では，上記２つのシステムを独自
の受発注システムとしてＰａａＳ型クラウドを利用するシステムに置き換えた。
採用決定から稼働まで３ヶ月で完了。これまで紙ベースでの受注票の紛失，
データの入力ミスがあったが，新システムでは直接ポータル上で入力がお客か
らなされるので，正確で迅速な情報伝達が可能になった。お客から内容変更の
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了承を受けるときでも，リアルタイムで情報の共有ができるようになった。
３－Ｂ旭化成ホームズ(株）（DaaS＝仮想デスクトップサービスクラウド）
旭化成ホームズは戸建注文住宅建設販売企業。旭化成グループの住宅部門を
担っている。これまで，事業の発展に伴ってIＴ基盤が拡大しシステムの運
用管理の負荷やコストが増大していた。従って全国の拠点に分散していたシス
テムをいかに集約し運用の負荷やコストの削減をいかに図るか，更にはハー
ドウエア，アプリケーションの置き換え（リプレース）ごとに膨大な費用と時
間を必要としたことに対する解決が大きな問題／課題であった。それらの問題
に対処するためにこれまでのＩＴ資産の所有からその利用へと，方針を変更
した。契約，購買など基幹システムに関して，仮想デスクトップサービス
(DaaS）型のクラウドサービスを利用することに変更した。ＤａａＳの導入によ
り，仮想環境上にＷｉｎｄｏｗｓＸＰの環境を維持し，Windows7端末からネット
ワーク経由で仮想環境に接続し，その上でＷｉｎｄｏｗｓＸＰ対応アプリケーショ
ンを利用することが可能になった。今回のクラウドサービスは，短期間での移
行が実現し，旭化成グループのセキュリティーポリシーへの対応や運用の継続
性（BCP）を図る事が出来たとのことである。
３－９（株）栗本鐡工所（PaaS＝プラットフオームサービスクラウド，
Ｍ２Ｍサービス＝マシーン・ツー・マシンサービス）
栗本鐵工所は上下水道用送水管，産業用機械の製造販売企業。特にプレス機
械などの産業用機械では，自動車，建機，食品，化学，電気など各業種の製造
ラインを支える装置を国内外関連企業に販売している。中でも，海外展開する
メーカーに納入した産業用機械の保守・点検・修理のための遠隔監視保守サー
ビスをする必要があった。その場合,各国のお客のネットワークを使用すると、
セキュリティーが確保出来ない，通信テストが必要，各国の通信キャリアごと
に異なる通信サービスに対する対応／調整などが大きなネックであった。これ
らの問題に対応するために閉域の専用回線でセキュリティーが確保出来るク
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ラウドサービスを導入することにした。プレス機械に搭載された通信機器の起
動／通信指示，および稼働データの蓄積の処理がクラウド基盤の管理Ｗｅｂで
行われた。また，抽出・蓄積されたデータを利用するためアプリケーションソ
フトのインターフェースもクラウド基盤側で用意された。つまり，抽出・蓄積
の仕組みはすべて，クラウドサービス提供側情報センター側に用意されたの
で，栗本鐵工所ではお客の現場に通信装置を持っていって設置するだけで事が
済んだ。このクラウドシステムの設計・構築の作業は比較的簡単に出来た。ま
た，設置後の通信基盤の管理・保守もすべてクラウドサーピス提供企業に任せ
られるので専任の技術者を抱える必要もなく稼働出来たのである。
３－１０大日本住友製薬（株）（SaaS＝ソフトウエアサービスクラウド）
大日本住友製薬は，グローバルレベルで通用する製品の開発を目指す研究開
発型製薬企業。国内外での重要な企業機密情報をやりとりする業務が拡大する
なか情報に関する安全管理が確保される環境での情報共有が求められてい
た。またそのような機密情報を企業として一元管理する体制も必要であった。
従来，情報のやり取りはメールで行われていたが，海外のグループ会社との間
で気密性の高い情報を扱う業務が増加し各部門から安全な環境での情報共有
を求める声が高まっていた。グループ会社との協働作業の中でも，知的財産を
保護し安心して働ける'情報共有基盤を得るためには，単なるファイルサーバー
の利用だけでは不十分で，より強固なセキュリティーの確保が必要であった。
また，事業環境が発展するなかで，グループ全体で共有，利用する機密情報に
ついて親会社が一元管理することが大切であった｡そこで．国内ＩＴトップメー
カの提供するＳａａＳ型クラウドサーピスを導入した。それにより，短期間で安
全なグローバル情報共有の基盤が出来た。短期でこのシステムサービスが導入
出来て，その後の運用の負荷も軽減され，同時にIＴメーカの持つ堅牢な情報
サービスセンターの資源を使うことで安全性が確保できた。クラウドサービス
は，利用者にとってサービスの安全`性，継続性への不安やリスクがつきもので
あるが，担当サービスIＴメーカには「クラウドサーピスを重点事業としてと
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らえ，継続的にサービスしていこう」という姿勢が見えたことも効果があって，
このクラウドサービスの導入に確信が持てたそうだ。
３－１１干葉工業大学（DaaS＝仮想デスクトップサービスクラウド）
千葉工業大学は私立工科系大学では最も古い歴史を持つ大学。芝園キャンパ
スのコンピュータ演習室の機器入れ替え時において，仮想デスクトップサービ
ス（DaaS）を導入した。国内大学初，ＤａａＳを導入したことになる。万が一の
回線やシステムトラブルの時にも，授業を止めないための徹底的な対策が取ら
れた。ＤａａＳ導入は，学習の質を保ち，停止する時間を無しにするという点で
の保証から，学生がいつでもどこでも演習室と同じように学習出来る環境作り
を第一義的に考えて導入された。ＩＴメーカから提供されたＤａａＳサービスは
プログラミングだけでなく，ＣＧやＣＡＤといった工学部独特のソフトについ
ても，動作が可能であった。また芝園キャンパスのコンピュータ演習室では
無人運用を実現し，アプリケーションの一元管理を行いバージョンアップな
どの複雑な作業も比較的効率よく出来るようになった。またＩＴメーカの情
報サービスセンターを利用することで，災害対策や節電対策の充実にも役立っ
た。前例がない導入だけに，色々な課題も出現した。多くの学生が入れ替わり
立ち代わりログイン，ログアウトを繰り返し，かつＣＡＤを使うということで，
一般の企業でＤａａＳを使う環境とはかなり違った使い方が多く，それらに耐え
うるシステムとして運用できるための多くの工夫がIＴメーカから施されたた
め，各種の課題を克服することが出来たようだ。
３－１２（株)中央倉庫(laaS＝インフラストラクチュアーサービスクラウド）
中央倉庫は総合物流企業で，倉庫・輸送・国際貨物・トランクルームサービ
スを行っている。その中でも核となるのが倉庫事業。倉庫サービスについての
情報システムの課題は荷主へのサービスを向上することであった。これまで
EDI（電子データ交換）を進めてきたが，取扱荷主の増加で，荷主企業との情
報交換･共有において解決しなければならない課題を多く抱えていた。例えば，
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在庫確認，出荷指図はfax，メールなどでやり取りされていて，その出荷指図
によって基幹システムへの入力作業が行われていた。さらに，荷動きのあった
荷主会社には，その日のうちに，入出庫製品のロット，品番，在庫などのデー
タを報告しなければならなかった。これらの作業の中で，在庫確認や入力作業
の負荷を軽減し間違いを防止するために新たなシステム化が求められてい
た。このような状況のなか導入したのがＩＴメーカーの提供するIaaS（イン
フラストラクチュアー・アズ・ア・サービス＝ＩＴインフラをインターネット
を通じて貸し出す）サービスであった。このIaaS上に在庫照会システムを構
築し，事業を展開するシステムであった。このサービスにより，荷主が独自に
Ｗｅｂ上で倉庫の最新の在庫状況を確認し出荷指図ができるようになった。こ
のクラウドサービスは，運用状況に応じて柔軟にサーバーを増減出来て，必要
最小のコストで新システムの運用が出来た。また，荷主が入力した入出庫デー
タは直接荷主の基幹システムと連携させることも可能になり，これまでに比べ
て作業負荷が大きく軽減した。
３－１３メタウオーター（株）（ｌａａＳ＝インフラストラクチュアーサービス
クラウド）
メタウォーターは，自治体の上下水道事業に持続可能な水環境事業を提唱す
る企業。上下水道事業は昨今，益々品質，安全性が求められるが，一方で地方
自治体の財政は厳しくコスト低減をしなければならないという難題を抱えてい
た。その解決策としては，個々の自治体が関連情報システムを個々で立ち上げ
るのではなく，クラウド上に各種サービスを構築し，皆でシェアする仕組みを
作ることであった。そこでIaaS型クラウドサービスが検討された。その結果，
IaaS型クラウドとＷｅｂ環境を利用しＩＴインフラをインターネットを通じ
て貸りることで，上下水道に関わる多くの情報配信サービスを，低価格でかつ
高信頼性でもって，自治体に提供することが出来るようになった。このIaaS
型クラウドサービスを導入することで，従来電話や無線で行っていた施設稼働
状況，水位，水質，圧力などのデータをインターネット経由で収集し，これら
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をデータベースに納めることが出来るようになった。このサービスで，これま
で大きな自治体しか実現出来なかった高度な機能を中規模程度の自治体でも適
用が可能になった。またシステムの拡張も，事業の伸張にあわせて比較的た
やすく出来るようになった。
４総括
クラウドサービスを提供するIＴ企業のサービスは４階層に分類することが
出来る。
４－１アプリケーションソフトウエアを提供するクラウドサービスー
ＳａａＳ（SoftwareasaService）
利用者はソフトを一括購入することがなく，利用した分だけ支払う。これま
では，ソフトの新規導入時に大きな投資をした。このＳａａＳでは，運用管理費
も抑制できる。導入期間も短くてすむ。これまでにあったＡＳＰ（アプリケー
ション・サービス・プロバイダー）と比べ，ＳａａＳでは，個別ユーザーのカス
タマイズ要求に対して，比較的容易に出来るようになっている。
４－２アプリケーションの開発・実行環境を提供するクラウドサービスー
ＰａａＳ（PIatformasaService）
情報システム要素のなかで，システム開発基盤であるＯＳ,アプリケーション
サーバー，データベースなどのミドルウエア，課金や決済の機能をサービスと
して提供する。特長としては，ユーザーがアプリケーションの開発に専念出来
ることである。すべての開発の為の機能はＷｅｂブラウザから利用が出来て，
開発したシステムもＰａａＳ事業者の情報センターで運用する。
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４－３仮想マシーンを貸し出すクラウドサービスーIaaSOnfrastructure
asaSeMce）
情報システムを運用するのに必要な仮想マシンやストレージ（記憶装置）な
どの基盤をインターネットを通じて貸しだすサービス。利用者は，様々なＯＳ
やデータベース，ミドルウエア，アプリケーションをインストール出来る。使
用料は実績に応じて払う。仮想マシーンを自由に利用出来るからシステム構築
の自由度は高い。半面，利用者自身がサーバーのクラスタリング,システム増
強，データのバックアップなどを設定しなければならない。
４－４デスクトップを貸し出すクラウドサービスーＤａａＳ（Desktopasa
Service）
パソコンのデスクトップ環境をサーバー上に仮想的に作り，それをサービス
として提供する。サーバー上の仮想デスクトップ環境で処理し，その結果の画
面を作り端末に送るので，クライアントの端末はサーバーからの画面の表示と
キーボードなどによる情報をサーバーへ送るだけで処理ができる。従って最近
では，スマートフォンやタブレットＰＣを端末にした利用が広がりつつある。
DaaS導入のメリットは大きい。クライアント端末の管理がいらない。ＯＳの
バージョンアップも容易である。セキュリティー面でのメリットも大きい。業
務データも端末に持たないので，社外でノートパソコンを紛失しても大丈夫で
ある。
５．おわりに
企業は多くの課題に直面する。これまでの事例をみても，クラウド利用につ
いて重要視する点は生産性向上，効率性の追求によるコスト削減，それにビジ
ネスイノベーションであろう。クラウドの最大の魅力は，ＩＴ資源を活用する
ことで，業務の効率化をはかれることである。クラウドサーピスには，生産`性
向上に関連したアプリケーションが散在する。状況に応じた資源をユーザーに
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提供する。それで，ユーザーの使うデバイスに適合した形で業務データを提供
している。
デスクトップをクラウドに移行する企業も増えている。ＯＳやアプリケー
ションはクラウド上に移管し，ユーザーはクライアントとマウスとキーボード
だけの操作で処理ができるようになっている。
クラウドの下では，セキュリティー確保の考え方も変わってきている。外部
からの侵入を防いだり，コンテンツの制限をしたり，リモート向けのモバイル
セキュリティーなどに加え，例えば，ユーザーに応じアクセス出来るデータの
制限をネットワーク側で設定することで，ユーザーの居場所やデバイスの種類
に依存したセキュリティーが確保出来るようになっている。
世界中のあらゆる人がどこからでも，様々な機器を使ってインターネットや
情報システムにスムースに接続し情報をとりだす事が出来る。従来は－人の
人間が企業から貸与されたパソコンで業務をする一方，通勤途中や家庭では私
有のノートパソコンでＳＮＳなどに接続してきた。今は，スマートフオンやタ
ブレットパソコンのようなモバイル端末が急速に普及して，勤務先のメール
サーバーに個人のスマートフオンからアクセスし，勤務先のパソコンから自分
のＳＮＳにコメントを書き込むように変化してきた。企業の利用形態をみても，
業務データをクラウド型のサービスに保管したり，ＳＮＳをマーケティングに
利用する動きが広がりつつある。今後は，従来の構造化されたデータの他に，
音声，画像，ＳＮＳなどの非構造化データをクラウド環境に対応した柔軟で差し
替え可能なハード／ソフトの構成要素で処理するようになるだろう。（図３，４）
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図３クラウドコンピューティングのメリット
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部長)，2011年７月開催
｢CloudDaysTokyo2011」講演，有安健二（日本ヒューレットパッカード，執行役員)，
2011年７月開催
ITproSPECIAL「クラウバ時代の沈世代サーバＱＳｃｏＵＣＳの評伽廣田博美（日本ユ
ニシスICTサービス事業部部長)，2012年１月18日発行
｢CloudDaysTokyo2011」講演，西村淳一（日本ＩＢＭ，クラウド＆クロス・サービス・
オファリング担当部長)，2011年７月開催
｢CloudDaysTokyo2011」基調講演，北村正仁（オリンパス，ＩＴ統括本部長)，２０１１
年７月開催
｢CloudDaysTokyo2011」基調講演，松田元男（鹿島建設，ＩＴソリューション部長)，
2011年７月開催
日経情報ストラテジー「クラウバ時給の〃新潮流」ｐ52,53，気象庁（クラウド活用
でサービス品質向上)，2011年１２月発行
日経情報ストラテジー「クラウバ時代のＩＴ新潮流」ｐ55,TOKAIコミュニケーショ
ンズ（静岡大学の学内システムをクラウドヘ完全移行)，2011年12月発行
日経情報ストラテジー「第３〃クラウハランキンクＵｐ７６，（トヨタ自動車のテレマテイ
クス）2011年12月発行
日経情報ストラテジー「クラウト゛鯵代のＩＴ新潮流」ｐ52,53,55,2011年12月発行
日経ＢＰ社主催「ITJapan2011」トップ講演，中川いち朗（日本ヒューレット・パッ
カード執行役員)，2011年７月開催
FUJITSU「富士通のクラウルコンピュティングヘの敗り観み』，宮沢健太（サービ
スビジネス本部クラウド戦略統括部）ｐ261,2011年５月
富士通「ＰＣサーバPRIMERGY導入事例」下島和樹（クラウドサービスインフラ開発
室部長）
富士通「GLOVIAsmartきらら会計導入事例」和泉チェーン株式会社，2011年８月
富士通「SalesfOrceCRM,gloviaオーダーマネージメント導入事例」昭和シェル石油株
式会社，2011年12月
富士通『ワークプレイスーLCMサービス仮想デスクトップサービス導入事例」旭化
成ホームズ株式会社，2011年11月
富士通iFENICSIIM2Mサービス導入事例』株式会社栗本鐵工所，2011年１０月
富士通『ECM/文書管理導入事例」大日本住友製薬株式会社，2011年９月
富士通「ワークプレイスーLCMサービス仮想デスクトップサービス導入事例｣，千
葉工業大学，2011年12月
富士通「FujitsuGlobalCloudPlatfOrmFGCP/ＳＳ導入事例｣，株式会社中央倉庫，
2011年10月
富士通「FujitsuGlobalCloudPlatfOrmFGCP/ＳＳ導入事例｣，メタウォータ株式会社，
2011年７月
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